
 

 
 

運営委員会の会議結果報告 

 

１．会 議 名 松阪市飯南・飯高学校給食センター運営委員会 

２．開 催 日 時 令和元年 6月 24日（月） 午前 10時 30分～午前 11時 15分 

３．開 催 場 所 松阪市立飯南中学校・大会議室 

４．出席者氏名 

(委 員）◎ 山下隆久、○森井義和、中瀬古直子、成岡篤史、 

有瀧弘晃、野田幸範、橋本英幸、中瀬鉄夫、大瀧郁子、 

高橋江里、 

(事務局）中林穣太、森 真華、黒石淳子、中出栄一、村林光美、

大久保順子 

５．公開及び非公開 公 開 

６．傍 聴 者 数 0人 

７．担 当 

松阪市教育委員会給食管理課 

TEL 0598-61-1155 

FAX 0598-28-7312 

e-mail  kyusyoku.div@city.matsusaka.mie.jp  

 

協議事項 

 １．松阪市学校給食センター運営委員会規程について 

 ２．令和元年度飯南・飯高学校給食センター運営委員名簿について 

 ３．令和元年度飯南・飯高学校給食センター運営委員名簿役員組織(案)について 

 ４．令和元年度飯南・飯高学校給食センターの運営について 

 ５．その他 
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　給食センター事務担当 中　出　栄　一

　給食センター事務非常勤職員 大久保　順　子

　栄養教諭 黒　石　淳　子

　西部教育事務所主査 村　林　光　美

　飯南学校給食センター所長 中　林　穣　太

　栄養教諭 森　　 　真　華

　飯高中学校保護者代表 高　橋　江　里 ＰＴＡ本部役員

　給食管理課長 上　山　孝　一 欠席

　宮前小学校保護者代表 山　口　貴　司 ＰＴＡ会長・欠席

　香肌小学校保護者代表 成　岡　篤　史 ＰＴＡ会長

　飯南中学校保護者代表 佐　古　伊　彦 ＰＴＡ副会長・欠席

　柿野小学校保護者代表 橋　本　英　幸　 ＰＴＡ会長

　粥見小学校保護者代表 中瀬古　 直子 ＰＴＡ副会長

　香肌小学校校長 大　瀧　郁　子 学校長

　飯高中学校校長 森　井　義　和 学校長

　粥見小学校校長 野　田　幸　範 学校長

  宮前小学校校長 中　瀬　鉄　夫 学校長

　飯南中学校校長 山　下　隆　久 学校長

  柿野小学校校長 有　瀧　弘　晃　 学校長

役     職    名 氏      名 備  考

令和元年度　松阪市飯南・飯高学校給食センター運営委員会出席予定者

　　　松阪市飯南学校給食センター



 

 
 

 

第1回松阪市飯南・飯高学校給食センター運営委員会会議録 

 

日 時  令和元年6月24日（月）午前10時30分～ 

場 所  松阪市立飯南中学校 大会議室 

 

所 長   おはようございます。 

本日は、多忙のところお集まり頂き ありがとうございます。 

平素は、飯南学校給食センター、飯高学校給食センターの円滑な運営に

ご支援ご協力を賜り誠にありがとうございます。只今から、松阪市飯南

飯高学校給食センター運営委員会を開催させていただきます。 

それでは、事項書にもとづきまして進めてまいりたいと思います。 

まず、委嘱状の交付でございますが、先ほど机にお渡しさせていただき

ました。１年間よろしくお願いいたします。 

 

所 長   それでは只今から、運営委員会を始めてまいりたいと思います。 

それでは、会議に先立ちまして自己紹介をお願いしたいと思います。 

（各自自己紹介） 

 

所 長  協議事項に入らせていただきます。 

まず、事項書(1)松阪市学校給食センター運営委員会規程について及び事

項書(2)の運営委員名簿について説明をさせていただきます。 

事務局お願いします。 

 

事務局 １ページの松阪市学校給食センター運営委員会規定の第4条(組織)をごら 

ん下さい。そこには、(教育委員会が委嘱して次のいずれかに掲げるもの 

で構成する)とあります。 

先ほど委嘱させていただきました、通りでございますが、当飯南・飯高学

校給食センターでは、 

・小学校長４名 

・中学校長２名 

・小学校PTA代表4名 

・中学校PTA代表2名 

を委嘱させていただきました。 

 

お世話になりますが、３ページの別紙委員名簿の通りでございますので、

委員の皆様には、１年間よろしくお願いします。 

委員会の任務としましては、第3条にあります(審議事項)について、ご審



議頂くことになりますので、この規程に従いまして、よろしくお願いしま

す。 

  

  次に、(3)令和元年度飯南学校給食センター運営委員名簿 役員組織 

(案)についてでございますが、規程の第5条(役員)に基づきまして、1月に 

開催させていただきました運営委員会で役員組織（資料1）のとおり決めて 

頂いておりますので、4ページのとおり役員組織(案)を作成させていただ 

きました。 

委員長に飯南中学校校長 山下隆久先生、副委員長に飯高中学校校長森井

義和先生、書記に粥見小学校ＰＴＡ代表の 中世古直子さん、会計に香肌小

学校PTA代表成岡篤史さん、監事(監査)に柿野小学校校長有瀧弘晃先生、 

宮前小学校PTA代表山口貴司さんを選任させていただきました。 

 

所 長 皆さんご承認よろしいでしょうか。 

 

委  員  委員一同異議なし。 

  

所 長   ありがとうございます。 

異議なしの声、お認め頂きましたので、(案)を削除して下さい。 

これより議事は、山下委員長で進めていただきます。 

     それでは、委員長よろしくお願いいたします。 

 

委員長   委員長を仰せつかりました。 

飯南中学校の山下です。よろしくお願いします。 

それでは、私の方で議事を進めてまいりたいと思います。 

 

事項書の(4)令和元年度飯南・飯高学校給食センターの運営について 

議題とします。日ごろ感じて見える事何でも結構ですのでお願いします。 

     それでは今から学校給食についての意義やねらい、また気をつけているこ

と、食育などについて森栄養教諭から説明してもらいます。 

 

栄養教諭 

現在、食を取り巻く社会環境の大きな変化に伴い、子どもたちの食習 

慣の乱れ、特にこの地域でも朝食の欠食の増加がみられる中、健康課題

が心配されています。学校給食は、成長期にある子どもたちの心身の健

全な発達のため、栄養バランスのとれた豊かな食事を提供することによ

り、健康の増進、体位の向上を図っています。 

また、食に関する指導を効果的に進めるための重要な教材として活用す 

ることとしています。そして、最終的には、子どもたちが生涯にわたり 

健康な生活を送ることができるよう、栄養のバランスのとれた食事のモ 

デルとして、家庭での日常の食生活の指標や、子どもたちにとっての、 



毎日のまたは、将来の食事作りの指標となるよう役割を担うこととなっ 

ています。 

では具体的に安全 安心な学校給食についての話をします。 

学校給食の衛生管理は、かつて平成 8年に発生した腸管出血性大腸菌 

O―１５７による食中毒の事故で子どもが命を落としたことに端を発し、 

学校給食独自の衛生管理基準が作られ、平成 20年の学校給食法の改正に 

おいて「学校給食衛生管理基準」が法律上、明確に、位置づけられ、今日 

の調理現場での実施となっています。 

安全で安心して食べてもらうための「学校給食衛生管理基準」を遵守する 

中、９０項目以上のチェックや記録をしながら細心の注意をはらって毎日 

の調理作業に取り組んでいます。 

校長先生には日頃より、給食前の検食等、大変お世話になっております。 

作業のはじめは、調理員さん自身の健康チェック、服装、徹底した手洗い 

からはじまります。そして食材の 3回洗浄、出来上がりの料理は、中心温 

度で 85℃1分以上を確認します。 

また、食材についても、先日、学校給食納入業者の説明会を行い、給食食 

材は子どもたちの食べるものなので、確実なものを入れていただくようお 

願いをしたところです。 

次に給食と食育についてです。 

食育基本法ができ 14年がたとうとしています。学校でも食育に取り組む 

時代となりました 

給食は生きた教材という言葉を使われますが、毎日の給食から食材の事、 

食べることの大切さを一日一つでも学ぶことから学校の食育を進めてい 

きたいと考えています。 

過日、給食センター見学会を、1年生の児童と保護者を対象に行いました。 

調理員さんが毎日一生懸命作っている姿を、直接見ることで給食への関心 

を高めてほしい、服装などに気をつけて作っているのは安全で安心して食 

べられる給食を子どもたちに届けたいから、そして、おいしい給食を食べ 

て子どもたちが元気に大きくなってほしいという調理員さんの思いが詰 

まっているのが学校給食であることを伝えました。 

毎月の献立表に、和食の日とちゃちゃもランチとが設定してあります。 

和食の日は、和食が数年前ユネスコの無形文化遺産に登録されたことで、 

日本の国の食文化について、みんなでさらに関心を高めていくことをね 

らって行っています。 

また、ちゃちゃもランチは、地元の食材を意識的に使うことで、子どもた 

ちが食の関心を高める、生産者への思いを知り感謝の気持ちもつ、郷土に 

愛着が持てる機会になればなど、教育効果を期待するものです。掲示資料 

等、指導資料を作成し取り組んでいます。 

具体的には、5月は地元の新茶で、かき揚げを手作りしました。また 6月 

は今年度初の試みで、元ちゃんトマトを入れていただきました。また 7月 



は長井ﾏﾙシェさんのスイートコーンを給食に出す予定です。今後も飯高の 

とっときみそや、菌床センターの生きくらげなども取り入れていきます。 

飯南中はランチルームにて、全校一堂に会しての給食時間となります。 

 5月のある日、生徒との会話で、なぜ、4月 5月は豆が給食に多いのかの 

話が出ました。4月は、さやえんどうのたまごとじ、5月は、実えんどう 

ごはん、空豆の塩ゆで等。旬の食材であり、一年を通じて今しか給食に出 

ないことを知り納得した生徒の様子が印象的でした。食べものからも季節

を感じ取れるようになってほしいなあと思いました。 

最後に 

成長期の子どもたちにとっての大切な給食であることを心にとめ、今後も、 

センター職員一同、最新の注意をはらい努力してまいりますのでどうぞよ 

ろしくお願い致します。 

 

委員長 委員のみなさんご質問はございませんか。 

 

委員    9月から飯南学校給食センターと飯高学校給食センター（宮前調理場）が

統合されますが、現在メニューの調整はされておられますか。 

 

栄養教諭 4月から飯南・飯高と統一した献立表にしております。 

 

委員   9月から飯南学校給食センターと飯高学校給食センター森調理場は業者

は同一なりますか。 

 

栄養教諭  一般物資は同一業者ですが、野菜等は同一ではない事があります。 

     なお、4月から会計は同一にしております。 

 

委員   給食材料について子供たちに給食に関心を持ってもらうためにも地域と

のかかわりを持つ給食をお願いしたい。 

 

栄養教諭  地域で栽培された野菜などを取り入れている。 

 

委員   毎日給食委員会が給食時間に放送でメニューの説明をして、地域の食材 

(小学校) が使用されている場合は紹介をしている。    

 

委員   家庭では好き嫌いの多いのに給食では残さず食べているので有難いです。 

 

委員長  ほかにありませんか。 

 

委員長  無いようですので、これで飯南・飯高学校給食センター運営委員会を終 

     わります。 

       ありがとうございました。 



 


